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慶応ニ 年の 夏 は 不順の 陽気で、 綿ぬ きとい う 四月に 

も 綿 衣 を かさねて ふるえて いる 始末で あつたが、 六月 

になっても とかく 冷え 勝ちで、 五月雨の 降リ 残りが 此 

けむ こさめ 

の 月にまで こぼれ 出して、 煙の ような 細雨が 毎日し と 

しとと 降り つづ いた。 うすら 寒い 日 も 毎日 つづ いた。 

半 七 もす こし 風邪をひい たようで、 重い 顳顬 をお さえ 

ながら 長火鉢の まえに 欝陶 しそうに 坐って いると、 町 

きぐすり や 

内 の 生 薬屋 の 亭主 の 平兵衛 がたず ね て 来た。 

「お早う ございます。 毎日う つとう しい ことで ござい 



ます」 

「どうも 困り ましたね。 時候が 不順で、 どこに も 病人 

が 多い ようです から、 お 店も忙 がしいで しょう」 と、 

半 七 は 云った。 

「わたくしどもの 商売 繁昌 は 結構と 申して よい か 判り 

ません」 と、 平 兵衛は 腰から 煙草入れ を 抜き取って、 

ひと 膝 ゆすり 出た。 「実は 少し 親分さん にお 知恵 を 拝 

借した い ， J とが > J ざいまして、 その 御 相談に 出た の で 

ございま すが …… 。 いえ、 わたくしの 事で は ございま 

せんが、 家で 使って 居ります お徳と いう 下女の ことで 

…：- J 



「は あ、 どんな こと だか、 まあ、 伺って 見よう じゃあ 

りません か」 

「御 承知 で も，、， J ざい ましよ うが 、 あ の お徳と いう 女 は 

なまむ ぎ ざい 

生 麦の 在の 生まれで ございまして、 十七の 年から わた 

うち 

くしの 家へ 奉公に まいりまして、 足 かけ 五 年 無事に 勤 

めて 居ります。 至って 正直な ので、 家で も 目 を かけて 

使つ て 居ります」 

「あの 女中の こと は 私 も 聞いて いますが …… 」 と、 半 

七 はうな ずいた。 「家で もどう かして ああい う 良い 奉 

力 力 あ 

公人 を 置き 当てたい もの だと 云って、 うちの 擤 なん 

ぞも ふだんから 羨ましが つてい る 位です よ。 その お徳 



がどう かしまし たかえ」 

「本人に は 別に 何事 もない ので ございま すが、 その 妹 

のこと に 就きまして …… 。 まあ、 こうで ございます。 

お徳に はお 通と い う 妹が，) /ざいまして、 - J れも 今年 十 

七に なりました ので、 この 正月から 奉公に 出ました。 

けいあん 

桂庵 は 外 神 田の 相模屋 という 家で ございます。 江戸へ 

出ます と、 まず わたくしの ところの 姉 を 頼って 来 まし 

て、 その 相 模屋へ は 姉が 連れて行 つたので ございまし 

た。 します と、 その 相 模屋の 申します に は、 丁度 ここ 

にいい 奉公口が ある。 江戸 者で はいけ ない、 なんでも 

おやもと 

親許 は 江戸から 五 里 七 里 は 離れて いる 者で なければ い 



日 はもう 日が 暮れ かか つ ている ので 止めさせまして、 

きのうの 朝早く 店の 小僧の 亀吉を 一 緒に つけて やり ま 

した」 

「よく 気がつきました」 と、 半 七 は ほほえんだ。 

「まったく こういう 時に、 一人で 出す の は 不安心です 

からね」 

「左様で ございます。 それからもう 八ッ (午後 二 時) 

を 廻った かと 思う 頃に、 二人が、 くたびれ 切って 帰つ 

てまい りました。 向島の 奉公先と いうの が なかなか 見 

付からなかった そうで、 おまけに 寮番の 老爺と いうの 

が ひどく むずかしい 顔 をして、 そんな 者 はこつ ちに 居 



「まあ、 それに 似寄った 話で ございます」 と、 平兵衛 

は ひたいに 皺 をよ せた。 「その 寮と いうの は 寺 島 村の 

奥で、 昼で も 狐 や 河 獺の 出そう な 寂しい 所 だそう で ご 

ざいます。 近い 隣り に は 一 軒 も 人家 は ございません。 

そこへ 行って から 小 半月 ほど は、 お 通 も 唯 ぶらぶらし 

ていたんだ そうです が、 それから 寮番 夫婦に 云い 付け 

られ て、 土蔵の なかへ 三度の 食事 を 運ぶ ことにな り ま 

した」 

「土蔵の 中へ …… 」 

ま つ 

「土蔵の 中には 大きな 蛇が 祀 つて あるんだ そうで …… _ 

それに 三度の 食物 を洪 える。 それに は 男の 肌 を 知らな 



い 生娘で なければ いけない というので、 お 通が その 役 

を 云い 付けられ たので ございます。 あんまり 心 持の い 

い 役ではありません が、 根が 田舎育ちで) J ざ います か 

ら、 わたくし 共が 考える ほどに は 蛇 や 蛙 を 怖がり もい 

たしません。 それに 神に 祀られ ている ほど だから、 人 

に対して 何も 悪い こと はしない と 云い 聞かされ ている 

もんです から、 平気で その 役 を 勤める ことにな り まし 

た。 その 土蔵と いうの は 昼で も 真っ暗な くらいで、 中 

に は 何が 棲んで いるか わかりません。 扉の 錠 を はずし 

て、 入口へ 食い物の 膳 を 供えたら、 あと を 振り返らず 

にす ぐに 出て 来い と 云われて いる もんです から、 はじ 



「それが き つと 大きい 蛇だろう とお 通 は 思いまして、 

膳 を そこに 置いた ままで 慌てて 引つ 返そうと しました 

が、 怖い もの 見た さに、 扉の かげに 隠れて そっと 視ぃ 

ています と、 梯子 を 降りて 来たの は …… 。 その 日 はい 

い 天気で、 しかも 真っ昼間で ございま すから、 土蔵の 

なか は 薄明る く 見えました そうで …… 。 今、 みしりみ 

しりと 降りて 来たの は、 一 人の 若い 女の ようで、 黙つ 

て 膳に 手 を かけた かと 思う と、 こっちで 視 いている の 

を 早く も覚 つたと みえまして、 細い 声で もしと 呼んだ 

そうで， j J ざいます。 お 通はぞ つ として 黙つ て 居ります 

と、 その 女 は 幽霊の ような 痩せた 手 を あげてお 通 を 招 



二 

ひるめし 

午 飯 を 食って から 半 七 は 三 河 町の 家 を 出て、 外 神 田 

の 相模屋 をたず ねる と、 桂庵で も 彼の 商売 を 知ってい 

るので、 素直に 奉公人の 出入り 帳 を 出して みせた。 こ 

の 正月の 末にお 通 を 目 見得に やった 奉公先 は 向島の 寺 

島 村の 寮で、 この 寮の 主人 は 霊 岸 島の 米問屋の 三 島で 

ある ことが 判った。 

- J の 頃 は 諸式 高直 のために、 江戸で もとき どきに 

打 毀し の 一揆が 起った。 現に この 五月に も 下 谷 神 田 を 

あらし 廻った ので、 下町の 物持ちから は それぞれに 救 



、、ゝ I 

レレ 力」 

「ようがす」 

松吉 はすぐ に 出て 行った。 なにぶん にも 頭が 重い の 

で、 半 七 は 湯に はいって 風邪薬 を 飲んで、 日の 暮れな 

よぎ 

いうちから 衾 を 引つ かぶって 汗 を 取って いると、 夜の 

五ッ (午後 八 時) 頃に 松吉が 帰って来た。 

「親分、 ひと 通り は 調べて 来ました。 娘と 紐け 落ちし 

いま ど 

た 奴 は 良次郎 といって、 宿 は 浅 草の 今 戸 だそう です。 

年 は 二十 二で 小面の のつ ベり した 野郎で、 後家さん の 

お気に入りだった そうです」 

「で、 どこへ 行った か、 まったく 判らね えの か」 



お嬢さんと 艇け 落ち をした なんて、 噓 です、 噓に 相違 

ありません。 良 次郎は 御主人の 娘 を そそのかして Itl 奔 

をす るよう な、 そんな 不心得な 人間じゃありません。 

ここにい るお 山 はほんと うの 妹じゃありません。 もう 

一、 二 年 経つ と 彼と 一緒にする 害に なって いるんで す。 

そういう 者が ありながら、 そんな 不埒な こと をす るよ 

うな 良 次 郎じゃ ございません。 第一 あんな 親孝行の 良 

次 郎が親 を 打つ ちゃって 置いて、 どこへ か 姿 を かくす 

害が ありません。 おまえさんの 方で 隠して いるんで す。 

さあ、 どこに いるか 教えて ください」 

気違いの ような 権 幕で 責めた てられて、 半 七 もい よ 



枠の ゆくえ を 探索して くれる ように くれぐれも 頼ん だ- 

お 通と 良 次郎の ほかに、 半 七 はおき わと いう 娘の ゆ 

くえ を も 突き 留めなければ ならなかった。 おき わ は 向 

島の 寮に 押し 籠め られ て、 土蔵の 二階に 住んで いるに 

相違ない。 お 通が 見た という 幽霊の ような 女 は それで 

ある。 半 七 は 確かに それと 見き わめながら も、 まさか 

とまえ 

にっかつ か 踏み込んで 出しぬ けに 土蔵の 戸前 を あける 

わけに は 行かない ので、 もう 少し 確かな 証拠 を 握りた 



の 寮へ 行った。 良 次郎は 死んだ ような 顔 をして 後から 

ぼんやりと 付いて 来た。 びっくりして うろうろ してい 

るお 通に 指図して、 半 七 は 奥の 土蔵の 戸前 を あけさせ 

ると、 暗い 二階から 幽霊の ような 若い 美しい 女が 出た。 

女 は 三 島の ひとり 娘のお きわであった。 

その 明くる日、 霊 岸 島の 米問屋 三 島の 店から 後家の 

お 糸と 番頭 の 由 兵衛が 奉行所 へ 呼び出されて、 すぐに 

じゅろ-つ 

入牢 を 申し渡された。 

三 島の 主人 は 四 年 前に 世 を 去って、 後家 を 立て切れ 

ない お 糸 は 由 兵衛と 不義 を 働いて いると、 一人娘のお 

きわが もう 十九に なって、 親類の 手前、 世間の 手前、 



前非 をし きりに 後悔して いるので、 彼 はどうしても 素 

直に それ を 承知 しないば かり か、 却ってお 通の 味方に 

なって、 その 手紙 を 神 田の 姉のと ころへ 届けて やった 

ので、 それが 大事 を 洩らす 端緒に なって しまった。 

それ を 知らない 六 蔵 は 又 ぞろ彼 を 近所の 料理屋へ 連 

れ 込んで、 半分 は 強 面で おどして いると ころ を、 あた 

かも 半 七に 見つけられた のであった。 入墨 者の 彼 はふ 

ところに のんで いた 匕首 をぬ く 間 もな しに 押えられ た- 

は じめ はかれ これ 強情 を 張って いたが、 土蔵の なか か 

ら 本人のお きわが 現われた のと、 良 次郎が 正直に 白状 

したので、 六 蔵 ももう 恐れ入る より ほかはなかった。 



お 糸 は 吟味 中に 牢死した。 六 蔵 は 入墨の 前科者 だけ 

に 罪が 重く、 悪人と 共謀して 主人の 娘 を 牢獄 同様のと 

ころに 押し 籠め て 置いた というので 死罪に なった。 張 

本人の 由 兵衛は 無論に 重罪であった。 後家と はいいな 

がら 主人の 妻と 不義 を かさね、 あまつさえ 家督相続の 

娘 を 押し 籠め て 其の 身代 を 横領し ようと 巧んだ ので あ 

るから、 引き 廻し の 上で 獄門に さらされた。 良 次郎も 

相当の 処刑 を受 くべき であった が、 主人の 命で よん ど 

ころ 〔# 「よん どころ」 は 底本で は 「よん どろ 匕 なしに 

引き受けた というのと、 かれは 日頃 孝心の 深い 者で あ 

かみ れんびん 

ると いうのと で、 上に も 特別の 憐愁を 加えられて、 単 
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